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研究成果の概要（和文）： 

日本中世の物語類を中心に、〈予言文学〉に関わる表現やモチーフの資料集を作成し、さらに予
言書、未来記、託宣書、夢記、起請文、遺言、遺訓などの文書類のリストを作成、資料集とし
てまとめた。東アジアに関しては、北京、ソウル、ハノイ、パリ、ロンドン、ボストンなどで
資料調査を行い、貴重な資料を収集した。それらの成果をもとに、北京、ハノイ、パリで〈予
言文学〉をめぐる国際学会や研究会を主催し、論文集としてまとめた。 

 
研究成果の概要（英文）： 
Focusing on Japanese medieval tales, I compiled a set of materials on the expressions and motives 

corresponding to prophecy literature; additionally, I drew up a list of the types of literature, such as 

prophecy texts, prognosticatory records, oracular texts, dream records, oaths, testaments, and 

posthumous instructions, and collected the materials in a database. With regard to East Asia, I conducted 

investigations of material in Beijing, Seoul, Hanoi, Paris, London, Boston, etc., and assembled valuable 

materials. On the basis of these results, I hosted international conferences and research collegia on 

“Prophecy Literature” in Beijing, Hanoi, and Paris, and gathered the collected proceedings. 
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１． 研究開始当初の背景 

 〈予言文学〉とは、代表者がはじめて命名

した新概念であり、予言書・預言書・未来記

にとどまらず、神仏の託宣書、夢想記、ある

いは遺言書、遺訓、遺告、遺戒、遺書の類も

あわせたものをいう。未来に託され、未来を

律し、過去と現在と未来を繋ぐために語られ、

書かれるテキスト総体を指す。未来へのメッ

セージとして一括りの範疇に据えようとす

るもので、従来の研究では文学として充分認
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知されていなかった。代表者は中世日本の未

来記で最も影響力を持った「聖徳太子未来

記」と「野馬台詩」を中心に研究を進め、す

でに二点の著書を刊行したが、これを日本だ

けにとどまらず、以前から標榜している東ア

ジアの漢文文化圏の一環として考究すべき

ことを痛感するようになった。 

 これらの〈予言文学〉は資料的にどの程度

残存し、またどのように読まれ、影響力を及

ぼしたか、その全体像がつかめておらず、資

料学の基底から追究する必要があり、基盤的

な研究成果をふまえて、〈予言文学〉を軸に

総合的に把握することで、既成の古典文学を

あらたに読みかえることができると確信す

るに至ったものである。 

 

２． 研究の目的 

（１） 中世日本文学研究では、予言書とし 

ての未来記はすでに市民権を得つつあるが、

予言書にとどまらない未来にかかわる予言

的な言説総体を対象にすることで、文学史や

文化史のあらたな書き換えを試みる。 

（２） 日本文学・文化のよってたつ基盤と 

して東アジアの領域、特に中国、朝鮮半島、

ベトナム、琉球など前近代の漢文文化圏の様

相の掌握をも併行して推進することを目的

とする。 

（３） 日本と東アジアの〈予言文学〉につ 

いて、基礎的な資料探索、書誌調査からはじ

めてその全容をとらえ、相互の比較研究を総

合的に試み、中世の領域を主体としつつも、

時代分けにこだわらず、ひろく前近代の東ア

ジアにわたる古典学の一領域として定位す

る。 

（４） 東アジアの調査地は、漢字文献を豊 

富に所蔵する北京・台北・ソウル・ハノイを

主対象とし、関連して欧米諸国の調査にも及

び、現地の研究者との積極的な学際交流をふ

まえた研究協力体制作りをも目標とする。そ

の実践として、資料学をもとにした研究会を

組織し、国際会議を主催する。 

 

３．研究の方法 

（１）前近代の〈予言文学〉の関連資料群の

確定と仮目録の作成 

（２）上記にもとづく国内の〈予言文学〉関

連の資料調査と収集 

（３）東アジア各地の〈予言文学〉関連の資

料調査と収集 

（４）欧米所蔵の日本と東アジアの〈予言文

学〉関連の資料調査と収集 

（５）上記の調査収集にもとづく総合目録の

作成、データベース化と公開 

（６）上記をふまえた研究会の組織による資

料解読と総合的な比較研究 

（７）〈予言文学〉関連の資料集の作成と公

刊 

（８）〈予言文学〉を主題とする国際会議の

開催、各種学会における成果報告、論文集の

公刊 

  

４．研究成果 

（１） 日本と東アジアにかかわる〈予言文

学〉のリスト作成と公開―資料が膨大にわた

るため、中間報告的なかたちでまとめた。 

（２） 日本と東アジアの〈予言文学〉をめ

ぐる資料の書誌データの作成と公開―殊に

ベトナムの漢文資料調査はあまりなされて

いないため、貴重な成果といえる。 

（３） 中世文学を主対象に〈予言文学〉を

めぐる資料集作成と公開―軍記、お伽草子、

舞の本・説経節などの語り物、説話等々、物

語系のテキストにもとづくもので、物語と

〈予言文学〉との密接な関係が明らかになっ

た。 

（４）〈予言文学〉をめぐる研究会の組織と

資料解読―継続中の琉球文学、朝鮮漢文の研

究会に加えて、北京であらたに研究会を始め



 

 

た。ベトナム資料の会発足の如何が今後の課

題として残る。 

（５）〈予言文学〉に関する国際会議の開催 

―北京日本学研究センター、ハノイの漢喃研

究院、アルザス欧州日本学研究所、パリの国

立東洋言語文化研究院などで、〈予言文学〉

をめぐる国際会議を開催した。 

（６）〈予言文学〉に関する論文集の公刊―

北京とハノイでの国際会議をもとに『東アジ

アの今昔物語集』で勉誠出版から論文集を公

刊の予定（５月刊行予定）。また、パリ・ア

ルザスでの国際会議をもとに『アジア遊学』

での特集号「〈予言文学〉の世界、世界の〈予

言文学〉」を公刊の予定（１０月刊行予定）。 

また、個別に〈予言文学〉についての論文

も複数公表しており、総じて学界への反響は

おおきく、論集の公刊によってさらに〈予言

文学〉への関心がひろがることは確実である。     

美術史などでも予言文化がテーマになっ

てきており、人文・社会科学領域で〈予言文

学〉がひろく認知され、研究機運が高まるこ

とが予測できる。 

さらに国際会議の成功によって、海外の研

究者に与えた影響も大であり、地道な資料学

の確立とあいまって東アジアの研究協力体

制をおおきく前進させることができた。今後

さらに東アジアの資料学をふまえた研究の

深化が期待できる。 

なお、代表者は本研究をもとに〈予言文学〉

研究の三冊目となる『聖徳太子未来記の研

究』をまとめる予定である。 
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